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■大型公共施設の再編方針検討のロードマップ

①現状の把握と今後の見込み

根拠：過去５か年の利用状況

③再編の方向性

※委員会の第一目標

利用されている
または

休業中のため全く
利用できない状態

大きな改修をしない範囲で
引き続き利用（維持）

廃止を検討

現施設を大規模改修等
または

一部を活かした増築等

新施設に建替

今後は(も)利用者が
見込めない

開館していても
あまり・全く
利用されていない

利用者の減少が
見込まれる、または
年間稼働率が低い

年間を通して多くの
利用が見込まれる

対象施設の需要を概ね満たし、
当面存続が見込まれる施設が
市内にも周辺自治体にもない

対象施設の需要を概ね満たし、
当面存続が見込まれる施設が
市内または周辺自治体にある

引き続き利用
（長寿命化）

最低限クリアしたい課題が
大規模改修等では
技術的に解決困難

最低限クリアしたい課題は
大規模改修等で解決可能だが、
近い将来に建替は必要

最低限クリアしたい課題は
大規模改修等で解決可能だが
建替レベルのコストがかかる

②広域的な視点

最低限クリアしたい課題は
大規模改修等により解決可能で、
あと25～30年程度は使用可能

※休止中の場合は、機能が
回復されたと仮定した想定

・将来にわたって横手市に必要で
機能を向上または回復すれば
全市的に多くの利用者が見込まれる
・この施設が横手市にないことで
市民生活に大きな影響が生じる

第１回 市の公共施設再編の考え方や市の財政状況などについて【議論を進める上で共通理解が必要な重要事項】

第２回
以降

年度後半 それぞれの方向性に基づいて施設の基本構想（大まかな規模や機能など）を検討→ 詳細はＲ３年度に基本計画の中で検討
委員会の答申を受け市が長寿命化と決定した施設について専門の検討機関を組織

④長寿命化の方向性の検討

※委員会の第二目標

（当該施設についての議論は終了）

（当該施設についての議論は終了）
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【公共施設の配置図】① 競技用体育館

よこて

【横手体育館】指定管理
・旧横手平鹿広域圏民体育館（横手市の中核的体育館）
・昭和54年3月20日建築
Ｒ2年度末で42年経過
・ＦＭ計画 長寿命化
・H30利用者数 56,560人
・延床面積 4519.75㎡
・大きな大会は他の市内体育館と連携して開催している。
・種苗交換会やよこてシティハーフマラソンなどの会場。
・日頃の市民スポーツから大会まで幅広く活用。
・チャンピオンズカップ横手東北中学校新人バスケットボール大
会など特徴的な大会も開催されているが、観客席が少なくチー
ムの帯同人数を調整するなどの対応がとられている。
・周辺に駐車場が多い好立地。
・平成30年から（一財）横手市体育協会が指定管理。

【大森体育館】市営
・旧大森町民体育館
・昭和55年7月31日建築
Ｒ2年度末で40年経過
・ＦＭ計画 維持
・H30利用者数 21,654人
・延床面積 2384.47㎡
・大きな大会は他の市内体育館と連携して開催している。
・地域スポーツの拠点としてのほか、近くの宿泊施設と連
携し、スポーツ合宿の会場として利用されている。

【雄物川体育館】市営
・旧雄物川町民体育館
・昭和54年6月14日建築
Ｒ2年度末で41年経過
・ＦＭ計画 長寿命化
・H30利用者数 33,423人
・延床面積 3745.86㎡
・全国から強豪チームを招く横手わか杉カップなど特色の
ある大会も開催されている。
・大きな大会は他の市内体育館と連携して開催している。

【増田体育館】市営
・旧増田町総合体育館
・平成4年3月23日建築
Ｒ2年度末で29年経過
・市内で最も新しい競技用体育館
・ＦＭ計画 長寿命化
・H30利用者数 51,015人
・延床面積 5014.72㎡
・大きな大会は他の市内体育館と連携して開催している。
・横手体育館より広く、プロスポーツの会場となることもある。

※どの体育館も冷房設備はなし。
また、老朽化に伴い電気・機械設備関係の修繕費が増加している。
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【公共施設の配置図】② 市民ホール

【横手市民会館】市営
・928席の中ホール
・H30利用者数 63,188人
・旧横手市の市民会館
・中学校や高等学校吹奏楽部、地域
の団体の定期演奏会、発表会の会
場として主に活用されている。
・施設が古く、一般的な興行利用が
少ない。
・駐車場が少なく、立地も悪いとの
声が多い。

【秋田ふるさと村】民間
・997席のドーム劇場
・H30利用者数 130,897人
・コンサートや大会、式典、
パーティーやイベントなど
多種多様な使われ方をして
いる。
・秋田ふるさと村内の各コー
ナーと連動し、集客力の高
い立地にある。

【浅舞公民館】市営
・350席の講堂
・H30利用者数 43,766人
・主に研修会や発表会などに
利用されている。
・他の諸室も充実して駐車場
も広く、市内の地理的中心
部に立地しているため、多
くの市内外の団体等にも利
用されている。

【増田まんが美術館】指定管理
・500席のホール
・H30利用者数 0人（改修工事中）
・十文字文化センターから4.3㎞
・まんが美術館のイベントのほか、伝
統芸能の発表など、幅広い活用がで
きる。
・湯沢文化会館から11㎞
・横手市民会館から15㎞

【かまくら館】指定管理
・346席の小ホール
・H30利用者数 10,809人
・講演会や会議、映画鑑賞会などに
利用されている
・近くに駐車場が少ない
・舞台が狭い

【十文字文化センター】市営
・352席の客席付きホール
・H30利用者数 24,059人
・公民館の一室という位置づけ
・ステージの利用が主で、客席を伴う
ホール全体としての利用は少ない。
・令和３年３月末で閉館予定。
・ＦＭ計画 維持
・増田まんが美術館から4.3㎞
・浅舞公民館から5.3㎞
・湯沢文化会館から7.8㎞
・横手市民会館から10㎞
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【公共施設等の配置図】③ プール

【セントラルスポーツクラブ横手】民間施設
・屋内の温水プール（25m）
・会員制のスポーツクラブ
・子どもから高齢者まで広く利用されている
・通年営業
・レジャー施設ではない。
・スポーツや健康維持などの目的を持った利用者

【南部シルバーエリア】県施設
・屋内の温水プール（25m）
・平成元年建築
・主な利用層は子どもと家族連れ
・プール用の遊具があり、レジャー的な
使われ方をしている。
・スイミング教室も実施されている
・通年営業

【えがおの丘】民間施設
・屋内の温水プール
（25m、歩行用、子ども用）
・平成7年建築
・子どもから高齢者まで広く利用
・スイミング教室が実施されている
・通年営業

【十文字Ｂ＆Ｇ海洋センタープール】市営
・現在休止中（休止前は夏季のみ営業）
・昭和58年建築、平成28年度利用者数2,325人
・屋外プール（25m）
・ＦＭ計画 維持
・復旧には大規模な改修もしくは建替えが必要
・十文字第一小学校プールと隣接

【大鳥公園プール】市営
・平成28年度から休止中（休止前は夏季のみの営業）
・昭和53年建築、平成27年度利用者数2,628人
・屋外プール（50m、子どもプール）
・ＦＭ計画で長寿と位置付けられた大鳥公園の一機能
・大鳥井山遺跡内にあり改修不可能
・主な利用者は子どもで年々減少していた。
・小学校水泳大会の会場だったが現在は平鹿中で開催。
・休止によって市内の他のプールの利用者が増えるという
ことはなかった。
・レジャープールとしては、美郷町のプールパークみさと
が利用されている。

【平鹿中学校】市立中学校
・平成10年開校
・屋外プール（50m）
・市内児童の水泳大会の会場
・学校プールのため観客席が少ないため、
大会開催には課題がある。
・一方、大会は年に数回であるため、観客
席の設置には疑問の声もある。
・通常利用は、中学校の水泳授業と大会の
みである。
・水深があるため幼児を含んだ一般利用に
適さない。

平鹿中

プール

プール

プール

プール

プール
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近隣プール プールパークみさと（美郷町）
サン・スポーツランド千畑（美郷町）
湯沢市B&G海洋センター（湯沢市）
湯本屋内温泉プール（西和賀町）



【施設概要】① 横手体育館

市の計画 計画における方針等

横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）
計画期間：2016〜2030年

【長寿命化】大規模改修、または建て替えにより施設機能を
存続させる。多機能化、複合化、人口規模や利用状況などに
よる見直しを行う。

横手市スポーツ推進計画
計画期間：2018〜2020年

耐用年数が残り10年未満となることから、その役割を引き継
ぎ、市民の健康増進等につながる新たな多機能体育館の建設
を目指します。

建築年度：昭和53年（1978年）
延床面積：4,519.75㎡
主な諸室：大体育室1,512㎡、中体育室448㎡、

小体育室192㎡、格技場156㎡
観客席数：大体育室336席
開館時間：9：00〜22：00
建設費用：7億1649万円（建設当時）
耐 震：旧耐震（大・中体育室が特定天井）

45年経過15年経過

【ＦＭ計画で想定した公共施設の標準的な改修・建替サイクル】

建設時
60年経過

建替の目安

性能

30年経過
大規模改修

25年経過
2003年

15年経過

【横手体育館の改修状況】

建設時
1978年 60年経過

2038年
建替の目安

性能

45年経過
2023年

耐
用
年
数

47年経過
2025年

2007年わか杉国体の開催を
主な目的とした機能回復
（5億2300万円）

改修または建替
耐用年数到来時に改修の場合、
13年後に建替の目安時期を迎える

※15年経過時、45年経過時には
中間期の改修が必要
（電気・機械設備等）

【現施設の主な課題（求められる水準）】
・観客席が圧倒的に不足（潜在的な利用者の存在）
・空調設備がない
・耐震基準を満たしていない
・電気設備、機械設備等の更新が必要
・トイレが古く、数も不足している
・諸室や動線が興行やイベント等に向いていない

現在・42年経過
2020年

【横手市の人口と市内主要体育館の利用者数の推移】

95,175 93,816 92,422 91,022 89,646

50,965
54,888

48,658 47,819

56,560
60,799

63,028
59,874

50,593

51,015

29,555
26,562 25,693

22,080

33,423

18,637
21,149 20,465

26,191

21,654

0
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20,000

30,000
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50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

H26 H27 H28 H29 H30

人口（年度末） 横手体育館 増田体育館 雄物川体育館 大森体育館

横手体育館

人口

増田体育館

大森体育館

雄物川体育館

（人）

【横手体育館の維持管理費】 【周辺施設の状況】

13年

〔年間維持費（平成29年度）〕

内訳 金額(円)

維持管理経費 29,555,157

維持管理にかかる人件費 13,434,375

合計 42,989,532

① 4298万9532円

〔使用料収入（平成29年度）〕

〔市民１人あたりに換算した支出額〕
（①－②）÷市の人口

〔利用者１人あたりに換算した支出額〕
（①－②）÷利用者数

442円

② 276万3680円

※Ｈ29年度は大きな修繕なし

【算出基礎】
Ｈ30年度の途中から横手武道館と一
括で指定管理者制度を導入したため
Ｈ29年度数値を算出基礎とした。
※指定管理者制度導入検討シートより

841円

施設名 竣工年

横手体育館 1979

増田体育館 1992 ○

雄物川体育館 1979

大森体育館 1980

湯沢市総合体育館 1993 ○

湯沢市体育センター 1978

稲川体育館 1980

羽後総合体育館 1974 8,585

（東成瀬村） 1,468

96,183

58,985

27,145

2040年(右は人口)

合計

建物が建てられてから60年経過で取り壊すことと
すると、2040年には増田体育館と湯沢市総合体育館
だけが残る。
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【施設概要】② 横手市民会館

市の計画 計画における方針等

横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）
計画期間：2016〜2030年

【維持】機能維持。改修、建替えまたは大きな支出を伴わな
い範囲での維持とする。老朽化し、改修、建替えしなければ
維持困難となった場合は廃止、解体対象とする。

横手市生涯学習推進計画
計画期間：2017〜2021年

社会教育施設等の整備に当たっては、「横手市財産経営推進
計画」に基づき行います。主要施設の老朽化に対して、耐震
化など既存施設の改修や改築を進めます。

建築年度：昭和43年（1968年）
延床面積：3,182.025㎡
主な諸室：ホール1045㎡、会議室23㎡

リハーサル室Ａ113㎡・Ｂ100㎡
和室39㎡

観客席数：928席（車いすスペース2席）
開館時間：9：00〜22：00
取得費用：1億8516万円（建設当時）
耐 震：旧耐震（ホールが特定天井）

45年経過15年経過

【ＦＭ計画で想定した公共施設の標準的な改修・建替サイクル】

建設時
60年経過

建替の目安

性能

30年経過
大規模改修

25年経過
1993年

15年経過

【横手市民会館の改修状況】

建設時
1968年 60年経過

2028年
建替の目安

性能

45年経過
2013年

耐
用
年
数

50年経過
2018年

大規模リニューアル工事
外壁、内装、ステージ、音響、
照明機器、空調機器等
（10億7750万円）

※15年経過時、45年経過時には
中間期の改修が必要
（電気・機械設備等）

【現施設の主な課題（求められる水準）】
・耐用年数を経過し、全体的に老朽化が進んでいる
・電気設備、機械設備等の更新が必要
・駐車場が不足（敷地内190台・第二80台）
・ホールが吊天井で改修が必要（約4.5億円）
・浄化槽の更新や雨水排水管などの更新も必要

現在・52年経過
2020年

【横手市の人口と横手市民会館の利用者数の推移】

95,175 93,816 92,422 91,022 89,646

84,835 85,328

90,724

70,853 63,188

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

H26 H27 H28 H29 H30

人口（年度末） 横手市民会館

横手市民会館

人口

（人）

【横手市民会館の維持管理費】 【周辺施設の状況】

〔年間維持費（平成30年度）〕

内訳 金額(円)

維持管理経費 24,442,000

維持管理にかかる人件費 13,350,000

合計 37,792,000

① ３７７９万２千円

〔使用料収入（平成30年度）〕

〔市民１人あたりに換算した支出額〕
（①－②）÷市の人口

〔利用者１人あたりに換算した支出額〕
（①－②）÷利用者数

施設名 竣工年

横手市民会館(928席) 1968

かまくら館(346席) 1991 ○

増田まんが美術館(500席) 1995 ○

浅舞公民館(350席) 1989 ○

十文字文化センター(352席) 1971

秋田ふるさと村(997席) 1994 ○

湯沢文化会館(1203+400席) 1979

雄勝文化会館(400席) 1996 ○

美里音(羽後・350席) 2010 ○ 8,585

ゆるるん(東成瀬・200席) 2006 ○ 1,468

96,183

27,145

2040年(右は人口)

合計

58,985

建物が建てられてから60年経過で取り壊すことと
すると、2040年には観客席が約1000席を超える施設
が秋田ふるさと村ドーム劇場のみとなる。

またその時点でドーム劇場も建設から46年が経過
することとなる。

475円

335円

② 778万4千円

8年

※グランドピアノ修繕 362万5千円を除く

【算出基礎】
Ｈ30年度の当初予算ベース。
途中退職者がいるなど、決算額では
実際の必要額が得られないため。

耐用年数
経過

〔参考〕
大曲市民会館（1004席＋482席、1994年）
新文化施設（秋田市、2000席＋800席、2021年(予)）

資料３2020.7.2 第２回 横手市公共施設再配置に関する市民検討委員会



【施設概要】③ 大鳥公園プール

市の計画 計画における方針等

横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）
計画期間：2016〜2030年

【「長寿命化」と位置付けられた大鳥公園の一機能】大規模
改修、または建て替えにより施設機能を存続させる。多機能
化、複合化、人口規模や利用状況などによる見直しを行う。

横手市スポーツ推進計画
計画期間：2018〜2020年

改修が困難なため、機能を引き継いだ整備を検討する。通年
利用できるプールは健康増進やリハビリに有効であることか
ら、市民がプールを利用する機会を確保することを目指す。

建築年度：昭和55年（1980年）
主な諸室：50ｍプール、こどもプール
観客席数：50ｍ×5段のベンチ
開館時間：平成28年度から休止中
建設費用：2億758万円（建設当時）

【現施設の主な課題（求められる水準）】
・地下配水管の水漏れにより平成28年度から休止中
・大鳥居山遺跡の中にあり現施設の改修ができない
・施設の解体に向け、アスベスト分析や実施設計を

実施予定（予算360万円）

【横手市の人口と市内プールの利用者数の推移】

101,340 100,253 99,135 97,998 96,665 95,175 93,816 92,422 91,022 89,646

4,322 4,474 3,868 4,319
3,633

2,080
2,628

0 0 0

2,605

2,493

2,321

2,759 2,454 2,018 2,320 2,092
1,662

1,654

1,351

2,773

2,069

3,272
3,189

3,221
2,663

2,325

0 0

21,939
21,297

24,539

21,442
20,807 20,732

21,865
21,194 20,552

6,172 6,231
7,044 7,802 7,626

6,152
7,579

0

40,000

80,000

120,000

0

10,000

20,000

30,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

人口（年度末） 大鳥公園プール 大森プール

大鳥公園プール

人口

南部シルバーエリア

大森プール(Ｈ31廃止)

えがおの丘

（人）

Ｂ＆Ｇ（休止中）

（事業団管理後）

（人）

（市運営分・Ｈ30民間譲渡）

【大鳥公園プールの維持管理費】 【周辺施設の状況】

15年経過
1995年

【大鳥公園プールの改修状況】

建設時
1980年

性能

30年経過
2010年

耐
用
年
数

現在・40年経過
2020年

36年経過
2016年休止

耐用年数
経過

【競技用プール】
県内の競技用の公認プールは県央の３か所のみ。
・県立総合プール（屋内／50m、25m、飛込）
・由利本荘市プール（屋外／50m）
・五城目町屋内温水プール（屋内／25m）

【屋内通年・一般プール】営業中のみ

【夏季のみ・一般プール】

【市内学校施設】各小学校25m、平鹿中学校50m

市町村 施設名 形態

横手市 セントラルスポーツクラブ横手 会員制

横手市 南部シルバーエリア 一般

横手市 雄物川温泉えがおの丘 一般

美郷町 サン・スポーツランド千畑 一般

湯沢市 秋田アスレティッククラブ 湯沢校 会員制、一般

大仙市 秋田アスレティッククラブ 大曲校 会員制、一般

市町村 施設名 形態

美郷町 プールパークみさと 一般

湯沢市 湯沢市Ｂ＆Ｇ海洋センター 一般

大仙市 大仙市民プール 一般

大仙市 大仙市Ｂ＆Ｇ海洋センター（神岡） 一般

〔年間維持費（平成27年度）〕

内訳 金額(円)

維持管理経費 5,199,858

維持管理にかかる人件費 4,288,619

合計 9,488,477

① 948万8477円

〔使用料収入（平成27年度）〕

〔市民１人あたりに換算した支出額〕
（①－②）÷市の人口（93,816人）

〔利用者１人あたりに換算した支出額〕
（①－②）÷利用者数（2628人）

97円

② 37万4570円

※Ｈ29年度は大きな修繕なし

【算出基礎】施設カルテ
営業最終年度であるＨ27実績。
大鳥公園関連予算Ｈ27実績からＨ29
実績を引いた額を採用。
Ｈ28は関連予算の一部執行あり。

3468円
プールを利用すると
１人・１回あたり
３４６８円の
税金が使われる
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【広域的な視点からの需要と共有の比較】① 競技用体育館
資料４2020.7.2第２回横手市公共施設再配置に関する市民検討委員会

増田体育館

湯沢市総合体育館

横手市、湯沢市、羽後町、東成瀬村を対象に、機械的に築60年で建物を除却
するとした場合の見通し。
2020～2030年で1施設、2030年～2040年で5施設が除却されるとすると、市町
村間の相互利用を行っても、2040年時点で年間9.6万人の利用者への供給不
足が想定される。

要検討課題 体育館の存続（建替え整備）



【広域的な視点からの需要と共有の比較】② 文化施設（広域）
資料４2020.7.2第２回横手市公共施設再配置に関する市民検討委員会

湯沢文化会館

横手市、湯沢市、羽後町、東成瀬村を対象に、機械的に築60年で建物を除却
するとした場合の見通し。
2040年時点では、４市町村内に1,000席規模の施設が存在しなくなるため、
相互利用でも対応できない。

要検討課題 1,000席規模の文化施設の存続（建替え整備）
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質問事項に対する回答及び調査結果 

 

 

 

１ 横手市の施設がのったマップが共有できると分かりやすいです。 

（回答） 

  資料２として作成しました。内容については案件の中で説明いたします。 

（経営企画課） 

 

 

２ 

【（第１回で）郵送された資料３】 

年間の施設の利用人数が記載されていますが、それをもっとくわしく、施

設の利用年代、利用年代における利用方法をまとめていただけると、人口減

少、少子高齢化の進む今、３つの施設のうち、どの施設を優先的に変えてい

くと良いのか少しは明確になると思います。 

（回答） 

  各施設について、正確な年代別の利用者数の統計はありませんが、利用者層や

使われ方についての概要を次にまとめました。また、資料２と資料３にマップと

して共有できるようにさせていただきました。 

（経営企画課、スポーツ振興課、生涯学習課） 

【横手体育館】 

  子どもから高齢者まで、幅広い年齢層に利用されている。 

  一般的なスポーツ大会やスポーツイベント、日ごろの練習などに利用されてい

る。一方、観客席数が少なく、スポーツ大会ではチームに会場への入場者数を制

限しているケースもある。（潜在的な利用者あり） 

  また、プロレスの興行やお菓子と雑貨の販売会などの利用のほか、消防出初式

や種苗交換会の会場など多目的な役割を果たしているが、夏は暑く、冬は寒いた

め、利用が控えられる傾向がある。（冬期間のウォーキングコースの設置などの要

望も有り） 

 

当日配付資料１ 
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【横手市民会館】 

  子どもから高齢者まで、幅広い年齢層に利用されている。地域の芸術団体や教

室などの発表の場、特に、中学校や高等学校の吹奏楽部の定期演奏会の会場とし

ての利用が多い。 

  また、コンサートの他、戦没者追悼式や研究大会、民間企業の研究会の会場と

もなっている。 

 

【大鳥公園プール】 

  周辺地域の小学校や中学校、高等学校の生徒が主な利用者だった。 

  夏季のみの営業のため、夏休み期間中の子どもたちの遊び場、水泳の授業、高

校の部活、水泳大会の開催が主な利用。 

  また、現在の「ホテルテトラリゾート秋田横手温泉」、当時の「かんぽの宿」に

レジャープールがあり、多くの家族連れでにぎわったが、レジャーの多様化や施

設の老朽化等に伴い利用者が減少し、平成７年のリニューアル時にはプールが廃

止された背景もある。 

  大鳥公園プールの平成 27年度の利用者数は 2,628人。平成 27年度の営業日数

は 45日（7/18〜8/31）なので、１日当たりの平均利用者数 58.4人。プール利用

者の多くは近くに住む子どもたちでリピーターが多く、例えば同一人物が週１回

利用したと仮定すると、１シーズンの利用実人数は 409人程になる。 

45日×1/7（週 1回）＝6.43 ⇒ 2628人÷6.43 日＝408.7人 

  なお、大鳥公園プールが休止となった後、平成 28年度からは市内児童の水泳大

会の会場は平鹿中学校プールに会場が移っている。(Ｈ28・選手約 300人） 
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３ 

 今回の委員会のメインテーマとして大型公共施設を３施設あげられまし

たが、そもそもこの「３施設だけ」の将来について議論するのはいかがでし

ょうか？事業規模からこの３施設が選ばれたことはわかりますが、それ以外

の 800施設余りの公共施設の実態についても考えていく必要があると思いま

す。例えば、（第１回の）資料６のＰ13 の１．合併特例債事業の「旧環境保

全センター解体事業」においても 3 億 9828 万 9 千円もの費用がかかってい

ます。その他多数の公共施設の将来見込まれる解体事業も考えると沢山あり

すぎて、単純に東口再開発費を除いた合併特例債の残り 110億円を大型公共

施設の将来に全部使いきってしまうことはできないと思います。私が住む平

鹿地域でも、浅舞公園に公衆トイレ施設が３カ所もあります。普段は利用者

が少ないのでそんなに必要ないのにと常々感じております。あやめ祭り等の

イベント時は仮設トイレ等で十分可能なはずです。その他、他地域でもこの

ような例が多数見受けられるはずです。 

 次回より近隣市町村の類似施設も合わせて検討するとのお話ですが、あら

ためて総合的に検討してはいかがでしょうか。 

（回答） 

  この委員会で検討する対象としては、①合併特例債を活用することができる公

共施設で、②その施設規模から早急に方向性を見出すことが必要とされる施設と

しています。ちなみに、合併特例債の対象事業は、合併時に作成した「新市建設

計画」に掲載されている事業となります。 

  ご質問のとおり、市内には多くの公共施設があり、ＦＭ計画を推進するために

は総合的に検討することが必要です。しかし、全ての施設を対象にした場合、議

論が分散してしまうことが予想されることから、合併特例債の期限を見据えた３

つの施設の検討をお願いしているところです。 

  ただし、３つの施設の検討に当たっては、例えば、横手体育館の検討の際に

は、他地域にある体育館をどうするのか、市民会館では、ホール機能を有する公

民館等をどうするのか、大鳥公園プールでは、市内に公共のプール施設が無くて

いいのか等を含めてご検討いただきたいと思います。 

（財産経営課） 
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４ 

１）ＦＭ計画について 

 平成 28 年に制定した「ＦＭ計画」をベースにして今回の市民検討会での

協議が進められるようですが、平成 28 年に制定した時には、今回の様な市

民検討委員会で話し合いする場はあったのでしょうか？当時、ＦＭ計画は誰

がどのようにし議論して、どうやって決まったのでしょうか？ 

（回答） 

ＦＭ計画は、市内部で検討した案を各地域の地域づくり協議会や地区会議へ説

明・ヒアリングを行い、再度検討した上で内容を固めました。また、その最終案

について、パブリックコメントを実施し、平成 28年 3月の議会への報告をもって

完成した計画となっています。 

（財産経営課） 

 

 

 

５ 

２）市民会館について 

 市民会館は、建て替えができない「維持」に分類されています。補足説明

では、この再配置方針は決定でなく「一部保留」とお聞きしました。 

 施設の活用実績や将来的な必要性、周辺の代替施設の有無などを総合的に

判断して、平成 28年のＦＭ計画制定時には「維持」と判断された訳ですが、

この時にどんな事が話し合われ、どんな将来展望で「維持」（一部保留）との

結論になったのかの経緯をお知らせください。 

（回答） 

市民会館については、当時も大規模施設の再編に係る様々な意見（移転、改

修、建替え等）があり、ＦＭ計画策定期間としていた平成 27年度末までの方針決

定は難しいということで、判断を保留する意味も含めて「維持」としたところで

す。 

  市民会館は、市として必要な機能を有する施設であると認識しておりますの

で、「維持」から「長寿命化」への見直しも含めての議論も、この委員会の役割で

ありますので、ご意見等を頂戴できればありがたく存じます。 

（財産経営課、生涯学習課） 
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６ 

３）建築費用の概算について 

 建て直しをした場合の、概算の建築費について、次回お示しいただくとの

ことでした。同規模の施設を現在建築すればいくらか？という事でしたが、

イメージしやすいように、近隣の公共施設を例に、建築費がいくらだったか

についても知りたいです。 

 ①市民ホール文化施設 

  ・北上市 さくらホール 

  ・大仙市 大曲市民会館 

  ・湯沢市 湯沢文化会館 

  ・由利本荘市 文化交流館 カダーレ 

 ②体育館、多目的施設 

  ・北上市 北上総合体育館 

  ・由利本荘市 ナイスアリーナ 

  ・花巻市 総合体育館＋アネックス 

 ③市民プール 

  ・秋田市 秋田県立総合プール 

  ・美郷町 みさとプール 

  ・花巻市 花巻市民プール 

（回答） 

【①市民ホール・文化施設】 

施設名 事業費(建設時) 概要 現在想定 

さくらホール（北上市） 75 億円 

Ｈ15竣工、15093.16㎡ 

大ホール 1503席 

中ホール 450席 

98.1億円 

大曲市民会館（大仙市） 35 億円 

Ｈ6竣工、4489 ㎡ 

大ホール 998席+車いす6席 

※中ホール(480)席は別棟 

29.2億円 

湯沢文化会館（湯沢市） 17.8億円 

Ｓ54竣工、5970㎡ 

大ホール 1303席 

中ホール 400席 

38.8億円 

カダーレ（由利本荘市） 76.8億円 

Ｈ23竣工、11750㎡ 

大ホール 1110席 

※図書館やスタジオ等を含 

76.4億円 

  ※現在想定は、平米単価を 65万円/㎡と仮定し、延べ床面積に乗じた額 

   文化施設は、その機能やデザインなどにより施設ごとの平米単価が大きく異なる。 
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【②体育館、多目的施設】 

施設名 事業費(建設時) 概要 現在想定 

北上総合体育館（北上市） 32.4億円 

Ｈ10開館、7990㎡ 

バスケ２面＋１面 

冷暖房完備 

40 億円 

ナイスアリーナ（由利本荘市） 84 億円 

Ｈ30開館、16966㎡ 

バスケ４面＋１面 

冷暖房完備 

84.9億円 

総合体育館（花巻市） 38.4億円 

Ｈ9開館、8579 ㎡ 

バスケ２面＋１面 

冷暖房完備 

42.9億円 

総合体育館アネックス 

（花巻市） 

※上記を一体施設で管理棟等を共有 

20 億円 

Ｈ23開館、5548㎡ 

バスケ２面 

冷暖房完備（床暖＋ｴｱｺﾝ） 

27.8億円 

  ※現在想定は、平米単価を 50万円/㎡と仮定し、延べ床面積に乗じた額 

 

 

【③市民プール】 

施設名 事業費(建設時) 概要 現在想定 

秋田県立総合プール（秋田市） 95.7億円 

Ｈ13開館、すべて公認 

50ｍ(観客席 2000席)、 

25ｍ、ダイビング 

－ 

プールパークみさと（美郷町） 4 億円 

Ｈ5開館 

25ｍ、キッズプール 

※市民＋レジャープール 

－ 

花巻市民プール（花巻市） 1.3億円 

Ｓ53開所 

50ｍ(公認)、25ｍ 

 

－ 

  ※各施設について、機械的な算出による現在想定は困難 

 

（経営企画課） 
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７ 

４）利用者数の将来見込みについて 

 人口減少社会の現状では、せっかく新築建て直しをしても、施設を利用し

恩恵を享受する市民（住民）が減ってしまい、結果的に不要の公共施設にな

ってしまう懸念があります。（小学校などは、まだ新しいのに廃校になる例が

見られます） 

 各施設の、現在の利用者数や利用団体数と、将来の利用者数等の予想（見

込み）についての資料が欲しいです。 

 建設費用や施設規模だけでなく、利用者数の将来動向についても合わせて

検討する必要があるのではないかと思います。 

（回答） 

各施設の利用者数等については、今回の資料３として作成しました。 

また、将来の利用者予測については、横手市、湯沢市、羽後町、東成瀬村を広

域的な視点で検討した資料がありますので、資料４として提示させていただき、

案件の中で説明させていただきます。 

（経営企画課） 

 

 

 

８ 

十文字地域の総合文化センターは、資料によれば「維持」となっています

が、10月から使用ができなくなるという話を聞きました。実際のところはど

うでしょうか。 

（回答） 

新施設に機能が集約される十文字文化センターの貸出部屋の部分（和室、談話

室等）については 10月末までの利用となります。トレーニング室、体育館、客席

付ホールについては、令和３年３月末まで使用できますが、それ以降は建物全体

が閉館となる予定です。 

（経営企画課、十文字地域課） 
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９ 

その（十文字文化センターの）機能を、建て替え中の新庁舎に多目的ホー

ルとして設けているという話も聞きましたが、どういった内容のものでしょ

うか。 

（回答） 

新施設の多目的スペースは、十文字文化センターの現機能のトレーニング室や

体育館や客席ホールの機能を補完するものではなく、市主催の敬老会などのイベ

ントや研修、選挙、酒宴を伴う会合も可能なスペースとして使用される見込みで

す。 

現在、十文字体育館については、廃校後の十文字第二小学校の体育館に機能移

転してはどうかという検討を行っていますが、ホール機能については、他の公共

施設などを利用いただくということで、考えていただきたいと思います。 

（経営企画課、十文字地域課） 

 

（参考） 

 

 
Ｈ30.8 じゅうもんじ地域局だより 
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１０ 
増田地域のまんが美術館、平鹿地域の浅舞公民館には 400〜500 人規模の

ホールがありますが、他の地域はどうでしょうか。 

（回答） 

一般的なホールの形状をした中・小規模ホールは次のとおりです。雄物川地

域、大森地域、山内地域、大雄地域にはありません。 

資料２で配置を確認できるようにまとめております。 

横手地域：かまくら館（346席） 

増田地域：増田まんが美術館（500席） 

平鹿地域：浅舞公民館（350席） 

十文字地域：十文字文化センター（352席） 

（経営企画課、生涯学習課） 

 

 

 

１１ 

大鳥公園プールの新たな建設地について 

まったく新たな土地に建設したときの費用と、横手体育館と複合して建設

したときの費用のどちらの効率が良いか。 

（回答） 

具体的な建設費については、まだ想定できませんが、ご質問の効率性について

は、横手体育館とプールを別々に建てた場合と、複合して建てた場合では、管理

棟や一部諸室を共有するなどの観点から、複合化したときの費用の方が、効率が

良いと考えられます。 

ただ、近年の状況をみますと、通年利用できる屋内プールが整備される傾向に

あり、使用期間が１～２か月ほどに限定される屋外プールについては、先行事例

が乏しい状況です。 

（経営企画課） 
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１２ 
今の施設を同規模で建て替えるとした場合、どのくらいの費用がかかりま

すか。 

（回答） 

  ６番の質問で使用した「現在想定」の考え方を使って仮定すると、次のように

なります。（それぞれの平米単価は近隣の建設事例をもとに算出したもの。消費税

増税の影響や、資材や労務単価の上昇等の影響は考慮していない。） 

  プールについては、通年利用できる屋内プールが整備される傾向にあり、屋外

プールの先行事例が乏しい状況です。 

関連事業者に伺ったところ、現在の大鳥公園プールと同規模の屋外プールを整

備するとした場合、１０〜１５億円程度ではないかとの見立てがありました。 

 

 

既存の施設を同じ規模で建て替えた場合（仮定） 

 横手体育館   ２２.６億円（４，５１９.７５㎡×５０万円/㎡） 

※観客席不足の課題等を解決しない場合 

 

 横手市民会館  ２０.７億円（３，１８２.０２５㎡×６５万円/㎡） 

 

 大鳥公園プール １０〜１５億円 

※これを屋内温水プールとした場合は３０～４０億円と見込まれる 

 



質 問 用 紙 
（第２回 横手市公共施設再編に関する市民検討委員会） 

 

会議中に聞けなかったことや、後で気になったことがあればお寄せください 

 

 

委員氏名：                  

 

区分 質問内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記入例） 

資料１、資料３ 

 

（記入例） 

現在の横手体育館２階に観客席を増設することは、

技術的に可能ですか。 

 

○ 受付期限  令和２年７月７日（火） 

○ 質問方法  次のいずれかの方法で提出ください。 

        ① 本日の会議終了時に事務局あてに提出 

        ② メールで送付 

          必要事項があれば、この用紙でなくても構いません。 

          電子メール：kikaku@city.yokote.lg.jp 

        ③ ファクスで送信 

          ファクス番号：０１８２－３３－６０６１ 

        ④ 経営企画課または最寄りの地域局に持参または郵送 

          横手市中央町８番２号 横手市役所本庁舎３階 

この資料は 

第３回に配付予定です 

横手市経営企画課 経営改革係あて（このまま送信してください） 

ファクス番号：０１８２－３３－６０６１ 
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